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真貝寿明（大阪工業大学 情報科学部） 

hisaaki.shinkai@oit.ac.jp 

https://www.oit.ac.jp/labs/is/system/shinkai/

熊楠の「東洋の星座」論考はどこまで正しいか
熊楠天文展公開シンポジウム（2026年8月8日）

1.  現代の星座と，中国の星座 

2.  古天文学の伝播 

3. 中国28星宿とインド・ナクシャトラ 

4.  熊楠回答の検証 

mailto:hisaaki.shinkai@oit.ac.jp
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現代の星座　（IAU星座）
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現代の星座　（IAU星座）
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真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34
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現代の星座　（IAU星座）
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南極天の星座は大航海時代以降につくられた

真貝寿明「星図・星座図の系譜」大阪工業大学紀要 69-1 (2024) p27-54
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北宋蘇頌《新儀象法要》(1092)
蘇頌 (そしょう，1020-1101)

中国の星座（宋代）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%98%87%E9%A0%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%98%87%E9%A0%8C
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『天文成象』(1699 渋川春海＋保井昔尹)

https://library.nao.ac.jp/kichou/archive/seizu/

渋川春海自身の観測に基づいて，中国星図に308星追加したもの



儀象考成（2000年の星の位置）儀象考成（2000年の星の位置）

-350 -300 -250 -200 -150 -100 -50

-50

50



11

徐剛・王燕平『星空帝國』より中国星座（星宿）の特徴

儀象考成（2000年の星の配置）儀象考成（2000年の星の配置）
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＊紫微垣（皇帝の宮殿），太微垣（政治を行う場所）， 

　 天市垣（市場）がまとまりとして描かれている． 

　 その他の星宿は，秋分点から西へ向かうものから順に 

　 東方七宿，北方七宿，西方七宿，南方七宿の２８宿の 

　 いずれかに分類されて列挙される． 

 

   必ずしもすべて同定されているわけではない． 

　 形が先に考えられ，星を結んでつくられた節がある． 

　 名前が同じ星宿が存在する． 

 

＊２８宿を代表する距星を基準に星の位置が記録されている． 

　 距星は等間隔ではないし，明るい星でもない． 

　 時代によって距星の選択が異なる．

西方七宿　東方七宿　

　　南方七宿　

北方七宿　
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玄武　　　　　　　　青龍　　　　　　　　　　朱雀　　　　　　　　白虎
四神（しじん）　　　　　　

北方七宿　　　　　　　東方七宿　　　　　　　　　南方七宿　　　　　　　西方七宿
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四神（しじん）　　　　　　
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蘇州石刻天文図　(wikipedia)

分類 宿名 音読 訓読

東方　青龍 角宿 かくしゅく すぼし

東方　青龍 亢宿 こうしゅく あみぼし

東方　青龍 氐宿 ていしゅく ともぼし

東方　青龍 房宿 ぼうしゅく そいぼし

東方　青龍 心宿 しんしゅく なかごぼし

東方　青龍 尾宿 びしゅく あしたれぼし

東方　青龍 箕宿 きしゅく みぼし

北方　玄武 斗宿 としゅく ひきつぼし

北方　玄武 牛宿 ぎゅうしゅく いなみぼし

北方　玄武 女宿 じょしゅく うるきぼし

北方　玄武 虚宿 きょしゅく とみてぼし

北方　玄武 危宿 きしゅく うみやめぼし

北方　玄武 室宿 しっしゅく はついぼし

北方　玄武 壁宿 へきしゅく なまめぼし

西方　白虎 奎宿 けいしゅく とかきぼし

西方　白虎 婁宿 ろうしゅく たたらぼし

西方　白虎 胃宿 いしゅく えきえぼし

西方　白虎 昴宿 ぼうしゅく すばるぼし

西方　白虎 畢宿 ひっしゅく あめふりぼし

西方　白虎 觜宿 ししゅく とろきぼし

西方　白虎 参宿 さんしゅく からすきぼし

南方　朱雀 井宿 せいしゅく ちちりぼし

南方　朱雀 鬼宿 きしゅく たまおのぼし

南方　朱雀 柳宿 りゅうしゅく ぬりこぼし

南方　朱雀 星宿 せいしゅく ほとおりぼし

南方　朱雀 張宿 ちょうしゅく ちりこぼし

南方　朱雀 翼宿 よくしゅく たすきぼし

南方　朱雀 軫宿 しんしゅく みつかけぼし

高松塚 28 星宿の中国名による同定 
          (網干善教，1984)

28星宿と距星について
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(1) アッシリア人、エジプト人、ギリシャ人、ペルシャ人も同じように星を星座

に分類したのか． 

(2) そうだとした場合，使われた星座はすべての国で同じ動物にちなんで名

付けられているか． 

(3) 私たちがギリシャの英雄にちなんで名付けた星座は，アッシリア人やエジ

プト人によってどのように名付けられたのか． 

(4) 星座のグループ化に関して，現代の異なる民族，たとえば中国，ポリネシ

ア，インド，アフリカ，アメリカなどでは，それぞれ独自の方法で区分している

のだろうか． 

(5) もしそれぞれの民族が独自の星座区分の方法を持つならば，その特性を

比較することによってさまざまな民族間の近親性について論じることができ

るだろうか．

M.A.B.，Nature 48 (1893) p370

M.A.B.さんの問題提起   [Nature 48, No.1242 (Aug. 17, 1893) p.370]

熊楠は(4)(5)に回答，中国とインドの星座の比較
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熊楠の回答   [Nature 48, No.1249 (Oct. 5, 1893) p.541]

© 1893 Nature Publishing Group

© 1893 Nature Publishing Group
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表 9: 中国の二十八宿とインドのナクシャトラ．インドでは後に等間隔の座標 13◦20′ ごととして二十七宿を用いた．その順を
「順 2」に示す．インドのナクシャトラで，はじまる番号が異なるのは，地球の歳差で春分点が移動したためである．青数字は熊楠
が 1983年の論考で表で比較したもの．インドの部分は，[15, 16] を参考に作成．（〓は低の右）
中国順 宿名 読み 意味（中国） 印度順 順 2 星宿名 主催神 神の役割 熊楠

1 角 かく 龍の角 12 14 チトラー トゥヴァシュ
トリ

聖物制作職 (1)

2 亢 こう 龍の首 13 15 スヴァーティー ヴァーユ 風の神
3 〓 てい 龍の胸・根元 14 16 ヴィシャーカー インドラーグ

ニー
4 房 ぼう 龍の腹・部屋 15 17 アヌラーダー ミトラ 契約・調和
5 心 しん 龍の心臓 16 18 ジェーシュター インドラ（シャ

クラ）
諸神の王，天空

6 尾 び 龍の尾 17 19 ムーラ ニルリティ 解体・破壊 (2)

7 箕 き 穀物をふるう
箕

18 20 プールヴァ・アー
シャダー

アーパス 水の神 (6)

8 斗 と ひしゃく 19 21 ウッタラ・アーシ
ャダー

ヴィシュヴァ
デーヴァブラ
フマー

ヴェーダ諸神

9 牛 ぎゅう いなみ（牛） 20 除 アビジット ブラフマー 宇宙の創造神
10 女 じょ つむぎ女 21 22 シュラヴァナー ヴィシュヌ 宇宙の維持神
11 虚 きょ 虚空・わびしさ 22 23 ダニシュター ヴァス 現代の繁栄
12 危 き 屋根・険しい 23 24 シャタビシャジ

ュ
ヴァルナ 空・海・水

13 室 しつ 宮殿・部屋 24 25 プールヴァ・バー
ドラパダー

アジャパーダ 一足三神のシヴァ神
14 壁 へき 壁・蔵書 25 26 ウッタラ・バード

ラパダー
アヒルブドニ
ヤ

深淵の蛇 (7)

15 奎 けい 文曲・足の股 26 27 レーヴァティー プーシャン 成長・守護 (9)?

16 婁 ろう つなぐ・収穫 27 1 アシュヴィニー アシュヴィン 馬頭双神，医術・健康
17 胃 い 胃袋・穀物倉 28 2 バラニー ヤマ 閻魔，死神 (4)

18 昴 ぼう 統べる 1 3 クリッティカー アグニ 火の神
19 畢 ひつ あめふり・網 2 4 ローヒニー カマラジャ 創造の主 (10)

20 觜 し 鹿の角・とさか 3 5 ムリガシラス チャンドラ 月，夜・植物 (5)

21 参 しん 三つ星 4 6 アールドラー ルドラ 暴風神
22 井 せい 井戸 5 7 プナルヴァス アディティ 母神
23 鬼 き 精霊・魂 6 8 プシュヤ プリハスパテ

ィ
神がみの師 (9)

24 柳 りゅう 柳の枝 7 9 アーシュレーシ
ャ

サルパ 蛇の神 (3)

25 星 せい ほとおり（星） 8 10 マガー ピタラス 祖先 (11)

26 張 ちょう 広がる・弓の弦 9 11 プールヴァ・パー
ルグニー

バガ 結婚の歓び，繁栄
27 翼 よく 翼・たすき 10 12 ウッタラ・パール

グニー
アルヤマン 慣習・秩序 (12)?

28 軫 しん 車の横木 11 13 ハスタ アーディトヤ 太陽光

9

熊楠は28星宿の一部のみ 
表にして比較

南方熊楠，Nature 48 (1893) p541-543
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表 9: 中国の二十八宿とインドのナクシャトラ．インドでは後に等間隔の座標 13◦20′ ごととして二十七宿を用いた．その順を
「順 2」に示す．インドのナクシャトラで，はじまる番号が異なるのは，地球の歳差で春分点が移動したためである．青数字は熊楠
が 1983年の論考で表で比較したもの．インドの部分は，[15, 16] を参考に作成．（〓は低の右）
中国順 宿名 読み 意味（中国） 印度順 順 2 星宿名 主催神 神の役割 熊楠

1 角 かく 龍の角 12 14 チトラー トゥヴァシュ
トリ

聖物制作職 (1)

2 亢 こう 龍の首 13 15 スヴァーティー ヴァーユ 風の神
3 〓 てい 龍の胸・根元 14 16 ヴィシャーカー インドラーグ

ニー
4 房 ぼう 龍の腹・部屋 15 17 アヌラーダー ミトラ 契約・調和
5 心 しん 龍の心臓 16 18 ジェーシュター インドラ（シャ

クラ）
諸神の王，天空

6 尾 び 龍の尾 17 19 ムーラ ニルリティ 解体・破壊 (2)

7 箕 き 穀物をふるう
箕

18 20 プールヴァ・アー
シャダー

アーパス 水の神 (6)

8 斗 と ひしゃく 19 21 ウッタラ・アーシ
ャダー

ヴィシュヴァ
デーヴァブラ
フマー

ヴェーダ諸神

9 牛 ぎゅう いなみ（牛） 20 除 アビジット ブラフマー 宇宙の創造神
10 女 じょ つむぎ女 21 22 シュラヴァナー ヴィシュヌ 宇宙の維持神
11 虚 きょ 虚空・わびしさ 22 23 ダニシュター ヴァス 現代の繁栄
12 危 き 屋根・険しい 23 24 シャタビシャジ

ュ
ヴァルナ 空・海・水

13 室 しつ 宮殿・部屋 24 25 プールヴァ・バー
ドラパダー

アジャパーダ 一足三神のシヴァ神
14 壁 へき 壁・蔵書 25 26 ウッタラ・バード

ラパダー
アヒルブドニ
ヤ

深淵の蛇 (7)

15 奎 けい 文曲・足の股 26 27 レーヴァティー プーシャン 成長・守護 (9)?

16 婁 ろう つなぐ・収穫 27 1 アシュヴィニー アシュヴィン 馬頭双神，医術・健康
17 胃 い 胃袋・穀物倉 28 2 バラニー ヤマ 閻魔，死神 (4)

18 昴 ぼう 統べる 1 3 クリッティカー アグニ 火の神
19 畢 ひつ あめふり・網 2 4 ローヒニー カマラジャ 創造の主 (10)

20 觜 し 鹿の角・とさか 3 5 ムリガシラス チャンドラ 月，夜・植物 (5)

21 参 しん 三つ星 4 6 アールドラー ルドラ 暴風神
22 井 せい 井戸 5 7 プナルヴァス アディティ 母神
23 鬼 き 精霊・魂 6 8 プシュヤ プリハスパテ

ィ
神がみの師 (9)

24 柳 りゅう 柳の枝 7 9 アーシュレーシ
ャ

サルパ 蛇の神 (3)

25 星 せい ほとおり（星） 8 10 マガー ピタラス 祖先 (11)

26 張 ちょう 広がる・弓の弦 9 11 プールヴァ・パー
ルグニー

バガ 結婚の歓び，繁栄
27 翼 よく 翼・たすき 10 12 ウッタラ・パール

グニー
アルヤマン 慣習・秩序 (12)?

28 軫 しん 車の横木 11 13 ハスタ アーディトヤ 太陽光

9

J. N. Lockyer，Nature 49 (1893) p199-203

Hindu Asterism Arab Mansil 中国28星宿
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新儀象法要の28宿（1080年の星の位置）茶/赤/青/灰新儀象法要の28宿（1080年の星の位置）茶/赤/青/灰

角角亢亢
氐氐

房房心心

尾尾

箕箕
斗斗

牛牛
女女

虚虚
危危

室室 壁壁

奎奎
婁婁

胃胃
昴昴

畢畢

觜觜

参参

井井
鬼鬼

柳柳

星星
張張

翼翼軫軫

角角亢亢氐氐房房心心尾尾箕箕斗斗牛牛女女虚虚危危室室 壁壁奎奎婁婁胃胃昴昴畢畢觜觜
参参

井井
鬼鬼
柳柳星星張張翼翼軫軫

-350 -300 -250 -200 -150 -100 -50

-50

50

中国28星宿（宋代）
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インド・ナクシャトラ（1080年での星の位置）

ナクシャトラ（1080年の星の位置）緑色ナクシャトラ（1080年の星の位置）緑色

11
クリッティカークリッティカー
22

ローヒニーローヒニー
33

ムリガシラスムリガシラス44
アールドラーアールドラー

55
プナルヴァスプナルヴァス
66

プシュヤプシュヤ

77
アーシュレーシャアーシュレーシャ

88
マガーマガー

99
プールヴァ・パールグニープールヴァ・パールグニー

1010
ウッタラ・パールグニーウッタラ・パールグニー

1111
ハスタハスタ

1212
チトラーチトラー

1313
スヴァーティースヴァーティー

1414
ヴィシャーカーヴィシャーカー1515

アヌラーダーアヌラーダー1616
ジェーシュタージェーシュター

1717
ムーラムーラ

1818
プールヴァ・アーシャダープールヴァ・アーシャダー

1919
ウッタラ・アーシャダーウッタラ・アーシャダー

2020
アビジットアビジット

2121
シュラヴァナーシュラヴァナー

2222
ダニシュターダニシュター

2323
シャタビシャジュシャタビシャジュ

2424
プールヴァ・バードラパダープールヴァ・バードラパダー

2525
ウッタラ・バードラパダーウッタラ・バードラパダー

2626
レーヴァティーレーヴァティー

2727
アシュヴィニーアシュヴィニー

2828
バラニーバラニー

-350 -300 -250 -200 -150 -100 -50

-50

50

インドと中国の28星宿はちがうもの
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インドと中国の28星宿はちがうもの インドとアラブの28星宿は類似
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表 9: 中国の二十八宿とインドのナクシャトラ．インドでは後に等間隔の座標 13◦20′ ごととして二十七宿を用いた．その順を
「順 2」に示す．インドのナクシャトラで，はじまる番号が異なるのは，地球の歳差で春分点が移動したためである．青数字は熊楠
が 1983年の論考で表で比較したもの．インドの部分は，[15, 16] を参考に作成．（〓は低の右）
中国順 宿名 読み 意味（中国） 印度順 順 2 星宿名 主催神 神の役割 熊楠

1 角 かく 龍の角 12 14 チトラー トゥヴァシュ
トリ

聖物制作職 (1)

2 亢 こう 龍の首 13 15 スヴァーティー ヴァーユ 風の神
3 〓 てい 龍の胸・根元 14 16 ヴィシャーカー インドラーグ

ニー
4 房 ぼう 龍の腹・部屋 15 17 アヌラーダー ミトラ 契約・調和
5 心 しん 龍の心臓 16 18 ジェーシュター インドラ（シャ

クラ）
諸神の王，天空

6 尾 び 龍の尾 17 19 ムーラ ニルリティ 解体・破壊 (2)

7 箕 き 穀物をふるう
箕

18 20 プールヴァ・アー
シャダー

アーパス 水の神 (6)

8 斗 と ひしゃく 19 21 ウッタラ・アーシ
ャダー

ヴィシュヴァ
デーヴァブラ
フマー

ヴェーダ諸神

9 牛 ぎゅう いなみ（牛） 20 除 アビジット ブラフマー 宇宙の創造神
10 女 じょ つむぎ女 21 22 シュラヴァナー ヴィシュヌ 宇宙の維持神
11 虚 きょ 虚空・わびしさ 22 23 ダニシュター ヴァス 現代の繁栄
12 危 き 屋根・険しい 23 24 シャタビシャジ

ュ
ヴァルナ 空・海・水

13 室 しつ 宮殿・部屋 24 25 プールヴァ・バー
ドラパダー

アジャパーダ 一足三神のシヴァ神
14 壁 へき 壁・蔵書 25 26 ウッタラ・バード

ラパダー
アヒルブドニ
ヤ

深淵の蛇 (7)

15 奎 けい 文曲・足の股 26 27 レーヴァティー プーシャン 成長・守護 (9)?

16 婁 ろう つなぐ・収穫 27 1 アシュヴィニー アシュヴィン 馬頭双神，医術・健康
17 胃 い 胃袋・穀物倉 28 2 バラニー ヤマ 閻魔，死神 (4)

18 昴 ぼう 統べる 1 3 クリッティカー アグニ 火の神
19 畢 ひつ あめふり・網 2 4 ローヒニー カマラジャ 創造の主 (10)

20 觜 し 鹿の角・とさか 3 5 ムリガシラス チャンドラ 月，夜・植物 (5)

21 参 しん 三つ星 4 6 アールドラー ルドラ 暴風神
22 井 せい 井戸 5 7 プナルヴァス アディティ 母神
23 鬼 き 精霊・魂 6 8 プシュヤ プリハスパテ

ィ
神がみの師 (9)

24 柳 りゅう 柳の枝 7 9 アーシュレーシ
ャ

サルパ 蛇の神 (3)

25 星 せい ほとおり（星） 8 10 マガー ピタラス 祖先 (11)

26 張 ちょう 広がる・弓の弦 9 11 プールヴァ・パー
ルグニー

バガ 結婚の歓び，繁栄
27 翼 よく 翼・たすき 10 12 ウッタラ・パール

グニー
アルヤマン 慣習・秩序 (12)?

28 軫 しん 車の横木 11 13 ハスタ アーディトヤ 太陽光

9

J. N. Lockyer，Nature 49 (1893) p199-203

Hindu Asterism Arab Mansil 中国28星宿
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地球の歳差 (precession) 25920年周期で天の北極の方向が変わる

https://www.astroarts.co.jp/alacarte/kiso/kiso03-j.shtml#PRECESSION
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AD2000 星図
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AD1500 星図
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AD1000 星図
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AD500 星図
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AD１ 星図
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BC500 星図
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BC1000 星図
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インド・ナクシャトラ（前500年での星の位置）
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インド・ナクシャトラ（前1400年での星の位置）
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インド・ナクシャトラ（前2300年での星の位置）
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J. N. Lockyer，Nature 49 (1893) p199-203

Hindu Asterism Arab Mansil 中国28星宿
28星宿の起源論争
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太陽の通り道に12星座が命名．占星術に使われる．

『バビロン天文日誌(Babylonian astronomical diaries)』　前652年〜前61年

一周360度，黄道１２宮星座，太陰太陽暦，5惑星の存在

エジプト：ナイル川の氾濫予測 

1年を36分割，曜日の制定

「関数的天文学」

https://astro-dic.jp/zodiac/

天文学はバビロニアでの楔形文字の記録に辿ることができる
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ギリシャ：天体運動の解明，占星術の発展 

「幾何学的天文学」

神話と結びついた星座

前432年「メトン周期（19年間に7回の閏月）」　

大地，地球の概念：プラトン「地球と天球」 
プラトンの弟子，エウドクソス(前4c前半)は，同心球宇宙を考え出す． 
同心球宇宙論は，占星術に理論的な根拠を与えた

◀︎ ◀︎ ◀︎　中国の方がさらに100年はやい

ギリシャで天文「学」に

◀︎ ◀︎ ◀︎　バビロニアの方が50年はやい

「関数的天文学」

▶︎ ▶︎　ローマで「観測＋理論」完成

ヒッパルコス(Hipparchus, 前190頃-前120頃) 歳差を発見

 カエサル，前45年に，1年を365.25日とするユリウス暦を導入

プトレマイオス(83頃-168頃)『アルマゲスト』として天文学書を完成 
　惑星の順行逆行運動を離心円と周転円を用いて説明する地球中心説 
　三角関数sinの元になる「弦」についての数表を1度ごとに作成

数式と幾何学で説明する天文学の確立
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ギリシャ：天体運動の解明，占星術の発展 

「幾何学的天文学」

神話と結びついた星座

前432年「メトン周期（19年間に7回の閏月）」　

大地，地球の概念：プラトン「地球と天球」 
プラトンの弟子，エウドクソス(前4c前半)は，同心球宇宙を考え出す． 
同心球宇宙論は，占星術に理論的な根拠を与えた

◀︎ ◀︎ ◀︎　中国の方がさらに100年はやい

ギリシャで天文「学」に

◀︎ ◀︎ ◀︎　バビロニアの方が50年はやい

ヒッパルコス(Hipparchus, 前190頃-前120頃) 歳差を発見

 カエサル，前45年に，1年を365.25日とするユリウス暦を導入

▶︎ ▶︎　ローマで「観測＋理論」完成

プトレマイオス(83頃-168頃)『アルマゲスト』として天文学書を完成 
　惑星の順行逆行運動を離心円と周転円を用いて説明する地球中心説 
　三角関数sinの元になる「弦」についての数表を1度ごとに作成

数式と幾何学で説明する天文学の確立

▶︎ ▶︎ ヘレニズムで文化の融合

ヘレニズム世界：ギリシャ文化＋メソポタミア文化＋エジプト文化が融合
メソポタミアの関数天文学とギリシャの幾何学的天文学を融合させ， 

惑星の位置推定の天文学が発展

BC330 アレクサンドロスの帝国

西暦50年頃に，貿易風「ヒッパロスの風」が 

発見．地中海の商人がインドと交流はじめる

ギリシャの占星術と天文学はインドに伝えられた

ヒッパルコスの影響はあるが， 

プトレマイオスの影響はない
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28星宿の起源論争 中国とインドは同時期発生の独立のものか？

シルクロードは，前150年頃から
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占星術関連経典　3世紀から　インド▶︎▶︎中国　陸路

法顕 (5 世紀前半)　　陸路 
玄奘 (602?-664)　　陸路 
義浄 (635-713) 　　海路

山折哲雄監修『図解でわかる14 歳から知るインド・中国の宗教と文化』（太田出版，2024）

矢野道雄『星占いの文化交流史』（勁草書房，2004）をまとめたもの
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天文学史でみた文化の流れ
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天文学はオリエント・インド・中国
で独立に生まれた

三角関数の伝播を調べると， 
文化交流の跡が確かに見られる

しかし，文化受容するかどうかは
別の問題である．拒絶もある
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(1) アッシリア人、エジプト人、ギリシャ人、ペルシャ人も同じように星を星座

に分類したのか． 

(2) そうだとした場合，使われた星座はすべての国で同じ動物にちなんで名

付けられているか． 

(3) 私たちがギリシャの英雄にちなんで名付けた星座は，アッシリア人やエジ

プト人によってどのように名付けられたのか． 

(4) 星座のグループ化に関して，現代の異なる民族，たとえば中国，ポリネシ

ア，インド，アフリカ，アメリカなどでは，それぞれ独自の方法で区分している

のだろうか． 

(5) もしそれぞれの民族が独自の星座区分の方法を持つならば，その特性を

比較することによってさまざまな民族間の近親性について論じることができ

るだろうか．

M.A.B.，Nature 48 (1893) p370

M.A.B.さんの問題提起   [Nature 48, No.1242 (Aug. 17, 1893) p.370]

熊楠は(4)(5)に回答，中国とインドの星座の比較
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熊楠の回答   [Nature 48, No.1249 (Oct. 5, 1893) p.541]

© 1893 Nature Publishing Group
© 1893 Nature Publishing Group

 

(4) 星座のグループ化に関して，現代の異なる民族，たとえば中国，ポリネシア，イン

ド，アフリカ，アメリカなどでは，それぞれ独自の方法で区分しているのだろうか． 

(5) もしそれぞれの民族が独自の星座区分の方法を持つならば，その特性を比較する

ことによってさまざまな民族間の近親性について論じることができるだろうか． 

必ずしも民族ごとに独自の構想があるとは思われない．朝鮮や安南（ベトナ

ム）では中国式の星座体系に依っている．日本もそうだった． 

中国の星座体系そのものは実に「特異」で独自である．また，中国にもインド

にも28星座の体系がある．両者の記録の年代関係を考慮すると，伝播では

なく別起源と判断される．

星座起源は，ヨーロッパ，中国，太平洋諸島
の3つに分類できる　（Bucur, 2022)

中国とインドの星座体系は，文化交流が
はじまる以前にできていた

熊楠の論拠は弱いが⚪︎

「民族」ではなく「文化圏」という概念があれば‥
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Bucur D (2022) 　　　The network signature of constellation line figures.  

PLoS ONE 17(7): e0272270.  
https://doi.org/10.1371/journal. pone.0272270 https://arxiv.org/abs/2110.12329

中国星座 ▶︎

古バビロニア星座 ▶︎
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Bucur D (2022) 　　　The network signature of constellation line figures.  

PLoS ONE 17(7): e0272270.  
https://doi.org/10.1371/journal. pone.0272270 https://arxiv.org/abs/2110.12329

５６文化圏と，それぞれの定義する星座の数　（星１つで星座とするものはカウントしない）
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PLoS ONE 17(7): e0272270.  
https://doi.org/10.1371/journal. pone.0272270 https://arxiv.org/abs/2110.12329

Bucur D (2022) 　　　The network signature of constellation line figures.  

星座の数（平均３２）

最大角度，平均角度

クラスター係数

コア数の最大値

円形の数，円形の最大値
リンクの数（平均6.7）

円形リンクの平均直径
リンクの接続度

星座全体のみかけ直径（18.25度），平均リンク長（平均7度）

リンク間の最大鋭角，平均角度

平面的かどうか

構成する星の平均等級（3.06等星）
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Bucur D (2022) 　　　The network signature of constellation line figures.  

PLoS ONE 17(7): e0272270.  
https://doi.org/10.1371/journal. pone.0272270 https://arxiv.org/abs/2110.12329
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熊楠の回答   [Nature 48, No.1249 (Oct. 5, 1893) p.541]

© 1893 Nature Publishing Group
© 1893 Nature Publishing Group

 

(4) 星座のグループ化に関して，現代の異なる民族，たとえば中国，ポリネシア，イン

ド，アフリカ，アメリカなどでは，それぞれ独自の方法で区分しているのだろうか． 

(5) もしそれぞれの民族が独自の星座区分の方法を持つならば，その特性を比較する

ことによってさまざまな民族間の近親性について論じることができるだろうか． 

中国とインドの星座体系は別起源であり，類似
性があるのは28という数値だけ

中国の星座体系と，インドの星座体系と比較して，明らかに民族的に異な

る2者の間に類似性がみられることから，民族間の近親性と言うよりは，

各国間の文化交流の結果であると思われる．したがって，星座文化が民族

の特定につながることには懐疑的．

必ずしも民族ごとに独自の構想があるとは思われない．朝鮮や安南（ベトナ

ム）では中国式の星座体系に依っている．日本もそうだった． 

中国の星座体系そのものは実に「特異」で独自である．また，中国にもインド

にも28星座の体系がある．両者の記録の年代関係を考慮すると，伝播では

なく別起源と判断される．

星座起源は，ヨーロッパ，中国，太平洋諸島
の3つに分類できる　（Bucur, 2022)

中国とインドの星座体系は，文化交流が
はじまる以前にできていた

熊楠の論拠は弱いが⚪︎

現代，国際天文学連合IAUの定めた星座
を世界共通とするのは，文化交流の成果

「民族」ではなく「文化圏」という概念があれば‥

「類似性がみられる」熊楠の論拠はx

「民族が特定ができるか」という質問ならば 
文化交流を考えると不可

「民族の親和性が議論できるか」という質問なので，
文化圏の議論は可能熊楠はこちらで回答


